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        睦月むつき連理れんりの𢢫たまつばき

        　

        　

        一

        　

        　遥はるか昔、在原ありわらの業平なりひらが小野おのの小こ町まちの霊と交わし合った歌のように、そよ風が吹くにつけてもいら立ち、野辺のべの糸いと薄すすきの穂のように心が揺れていた。恋の闇のために心細く、夜空の澄み切った星の光が目に染み、その煩わずらわしさに嘆きながら袖で顔を覆う。錏しころ頭巾ずきん姿の畳屋たたみや伊八いはちは、秋でもないのに霧に包まれ、春の蝶ちょうと隔てられた気分で、心がかき乱れたまま、まるで羽根が霜しもに打ち萎しおれた鳥のようにとぼとぼと、急げば地に足が着かぬまま葛かづら町まちの遊ゆう郭かくへと向かった。

        　金かな村むら屋やにたどり着いた伊八は、向かいの軒のきにたたずんで中の様子を窺うかがった。同僚の女じょ郎ろうたちは既に上がった後らしく、店の中は静まり返っている。

        「おさんはどうしているだろう。とにかくも会って、一言でいいから言葉を掛けたい。姿を見たい。話をしたい。恋しくてならない」

        　手はず通り、足元の石を二つ拾い上げて火打ち石のように打ち鳴らした。相手を待つ間、このまま消え去りそうな我が身の頼りなさと情けなさにしおれ、涙が地面に零こぼれ落ちた。

        　やがて、合図の音を聞きつけたおさんが、忍びながら表へと出てきた。まるで冬風で凍った雪の鷲わしのようにしょんぼりとしている伊八の姿に、おさんは心を痛めた。

        「お前さまに逢あいたかったです。けれど、そんなにひどい様子なら、わたしのことは気にしないで早く家に帰ってください」

        　涙ながらの言葉に、伊八の袖元も涙で濡ぬれた。

        「すべてを話すと長くなるが、俺の身の上はそなたも知っていよう。今さら言うまでもないが、女しかいない女にょ護ごの島しまから美人だけを選び、三千の化粧と天界に住まう神々の真理と一緒に恋で固めても、そなた一人とは到底比べものにならぬ。だが、一番の悩みは、俺には知恵も腕力も才覚もなく、何もかもが手詰まりなことだ。南なん部ぶ屋やの会所かいしょで、五百石ごくの油を売った直後に二厘りん上がり、それなら千石を買って様子を見ようと思ったが、必ず戸に行き当たる。その後、三分ぶ値下がりし、これはまずいと次々に手を打ったが、世間で言うところの『外法げほうの下り坂』（妖術は一度失敗すると取り返しが付かない）という奴やつで、貧乏神に己おのれの腰を押され、鉄砲の弾に帆を掛けられ、膨れ上がった損失は今や五十三貫かん目めを超える。友人や仲間は言うに及ばず、あらゆる知り合いに嘘うそ八百をつき続けながら、その日暮らしの毎日だ。その上、世話になっている畳たたみ屋に質草しちぐさとして預けてあった吉光よしみつの刀を座敷から盗み出し、別の者に頼んで質入れして金を用意した。この不届きな行動は、どんなに詫わびても詫わび切れぬ。しかも、聞いてくれ。何とか金を工面して取り戻した刀だが、荻おぎ野の八や重え桐ぎりの芝居を見に行った折に人と喧嘩けんかをし、その際に盗み取られてしまったのが運の尽きだ。立っていても座っていても、もはや借金で身動きが取れぬ。名古屋での暮らしも今こ宵よい限りとし、江戸にいる知人を頼り、一稼ぎしようと思い立った。しかし、果たしてそなた一人を残して立ち去ってもいいものだろうかと我に返った。最近は腹が据わり、金のことは少しも苦にならなくなったものの、とにかくそなたが苦しむのではないかと考えると、飯が喉を通らなくなり、やたらと浴びるように大酒を食らうようになった。だが、酒が命を支えてくれているのだろうか、どれだけ呑のんでもまったく酔うことができない。いっそこのまま腑ふ抜ぬけになってしまいたい」

        　おろおろと涙ながら伊八は語った。

        　おさんも涙を流し、しゃくり上げながら言った。

        「何とも恨めしいお言葉。先ほどのお前さまの話だけが真実だと言うのですか。お前さまは決して口にはしないけど、女じょ郎ろうの悲しさは嘘うそを売るのが商売だと、心の中で深く疑っているのが分かっているから、なおさらつらい。嘘うそか誠か偽りか、胸の鏡の蓋ふたを取って心を映し、お前さまに見せて死んでしまいたい。以前にも話した通り、七歳のときに金村屋に売られて十五年が経たちます。旦那だんなさんや女将おかみさんから受けた恩に背くことにはなるものの、年が明けた次の正月にはこの地獄の苦しみから逃れ、晴れてお前さまと夫婦めおとになれると思っていました。この先、どのような人生を歩もうかと、年が明けるまでの日々を指折り数え続けていました。これは諺ことわざで言う『盲もう亀きの浮木ふぼく』や『優う曇どん華げの花』のように滅多めったにない幸運で、お前さまと一緒にどんな生活を送ろうかと楽しみにしていたのに、いきなり出で端ばなをくじかれました。先日、年ねん季き手て形がたを見て肝を潰つぶしました。年を数え間違えていて、さらに一年先の正月までだったのです。はっと思って力が抜けた直後から床とこに伏せ、気の病になったのはいったい誰のせいでしょうか。知らず知らずのうちに涙が零こぼれ落ちてしまいます」

        　おさんの袖は露つゆと涙に濡ぬれた。

        「俺から話したいことがたくさんあるし、そなたから聞きたい話もたくさんある。だが、ここでは他人の目が気になる。取りあえず、中に入ろう」

        　裏口の戸を開け、手を取り合って密ひそかに入り、おさんの寝床へと向かった。伊八は後ろの押し入れに入ると襖ふすまを締め切り、二人は枕を隔てて夜もすがら語り合ったが、その内容は神様もご存じなかったようだ。

        　

        　

        　　　　二

        　

        　勝手かっての方から女将おかみの声が聞こえてくる。

        「ああ、湯ゆ取とり飯めしの加減を見て、芋いもと麩ふを薄うす醤じょう油ゆで炊いて出してくれ。またしょっぱくして、おさんの舌に合わない味にするんじゃないよ」

        　やがて、襖ふすまを押し開けて女将おかみが部屋に入ってきた。

        「おさん、今宵こよいの熱は高くないか。気分はどうだ。して欲しいことがあれば、何なりと皆に言い付けるがいい。遠慮するとお前の損、気ままに過ごすのが養生だ。どうやら今夜はあまり顔色がよくないようだが、しっかりするんだぞ。病は気からと言うからな」

        　背をさすって看病しながら、女将おかみは震える涙声で話を続けた。

        「なあ、おさん。これから話すことは初めて口にするが、改めて言わなくてもきっと分かっているだろう。他の奉公人たちとは違い、お前は七歳のときに引き取ってからずっとこの家で暮らしている。どうした宿しゅく縁えんの行き会いかは分からぬが、あたしら夫婦は子に恵まれなかった代わりに、お前を実の子以上に大切に思って育ててきた。目が開かぬ赤子のまま世に出ては困るだろうと、いい師匠を吟味し、縫い物、綿わた摘み、読み書きなどを習わせた。世間の子どもたちに負けぬよう、劣らぬようにと、縫い立て、仕立て、模様好ごのみを覚えさせた。夏の暑い日に、お前に菅すげ笠がさを買ってやろうと言った日のことを覚えているか。いや、あたしよりもあの人の方がいつも気を揉もんでいた。呉服屋が来るのを待ちかねて現金を持って店へと走り、目を凝らして紅絹もみの絎くけ紐ひもを選んで買った日のことを覚えているか。お前が家を出るときはいつも表の格子こうしの前に出て、後ろ姿を見送らぬ日は一日もなかった。今では、世間さまから『金かな村むら屋やのおさんは器量よしの器用者』と褒めていただくまでになったのが、あたしらはとても嬉うれしい。ひょっとしたら、いつかお前で大儲もうけしようと、あの人が欲をかいているのだろうと思っているかもしれないが、そんなことは絶対にない。何がお前の気分を害したのかは分からぬが、先日、年ねん季き手て形がたを持ち出し、年の繰り日を確認したのには驚いた。自分の子だと思い込んでいたのに、お前に『百枚、千枚の手て形がたを取ればいい』と言われて、あの人はすっかりしょげてしまった。この屋敷や家財は言うまでもなく、うちの田畑も全部お前のものだと思っていたのだ。あたしらには何も隠し事はないのに、お前の心の底には口にできぬ秘密があるのだろうと、愛いとしさ余って恨めしくてならないが、とにかくも今はしっかりと心を落ち着かせて早く達者になっておくれ」

        　女将おかみの包み隠さぬ本心に、おさんはしゃくり上げた。

        「あまりにもったいない話です。わたしに罰が当たらなければ、いったい他の誰に当たるというのでしょうか」

        　主あるじたちの恩義と伊八いはちの義理に挟まれ、どちらを選ぶこともできぬままつらい思いに心がかき乱された。

        　そこへ、金村屋の亭主が外から帰ってきた。

        「かかあ、そこにいたのか。どうだ、おさん。もう何か食べたか。帰りに道三どうさんさまに寄って朝鮮ちょうせん人参にんじんを頂戴してきたぞ。これは加減が必要な薬だから、その場で調えてもらった。おさん、このように世話を焼くのも、お前を達者にして、俺たちは隠居させてもらわねばならぬからだ。今度の薬はよく効くらしいぞ。本通りで八や重え桐ぎりの芝居小屋を少し覗のぞいてきたが、その際に『肝かん心じん要かなめの人参にんじんが効いた。狂言ができて芝居が持ち直した。狂言が効いた』という辻つじ占うらを売っていた。おさん、喜べ。快気祝いの八や重え桐ぎりの桟敷さじき代は俺らが出すからな」

        　このとき亭主は、翌日に騒動が起きることになろうとは夢にも思わなかった。

        「それなら、お前さん。今日こそあたしたちの思いの丈たけを、すべてこの子に話してやってくださいな」

        「おうおう。――これ、おさん。早く達者になってくれ。お前が心に思う男を早くうちの婿むこに取り、この家をお前の名義にして、俺らに千せん秋しゅう楽らくを歌わせてくれ」

        　病人を励まそうとする二人の心尽くしに、おさんははらはらと涙ぐんだ。

        「恩人である旦那だんなさんと女将おかみさん、この先どうなるか分からないのでお伝えしておきます。幼少の頃から誠にお世話になりました。明日も分からぬ我が身の上で、もしこの恩を返さぬまま死んだら義理を欠く顛末になってしまうのが心残りでなりません。ただ一筋にわたしを大事にしていただきましたこと、思い返すだけで胸が引き裂かれそうで、嬉うれしくも悲しく、お伝えしたい胸中も口にできません」

        　おさんがわっと泣くと、二人は泣きそうな顔でおどけながら答えた。

        「旦那さんと女将さんとは何事だ。どうして父ととさま、母かかさまと呼ばぬのだ。我らをまた泣かせるつもりなのか」

        　金村屋夫婦はおさんの心の内を知らなかった。鶯うぐいすの巣で育てられた時鳥ほととぎすの雛ひなは、我が子のようであっても鶯うぐいすにはならず、闇を歌うことしかできないのだ。

        　やがて鶏にわとりが、既に夜半を過ぎたことを告げた。

        「さあ、かかあ。早く行って寝よう。おさんも休め。炬燵こたつの火はきつくないか」

        　あれこれと世話をしてから二人は部屋を出て行った。

        　

        　

        　　　　三

        　

        　金かな村むら屋や夫妻が去った後、伊八いはちは襖ふすまを開けて押し入れからそっと出た。その顔は涙で泣きはらしていた。

        「なあ、おさん。かねてより繰り返し言っていていることだが、先ほどの親方たちとのやりとり、何と美しい絆きずなであろう。そなたの神仏の加護が末恐ろしい。どうか悪く思わないでくれ。俺はいつまでもここにいても仕方のない身であるが、そなたは一刻も早く病を治し、金村屋で働き続けるべきだ。江戸に着いたらすぐに便りを出そう。壮健そうけんだった者も明日には倒れ、いつ死ぬか分からぬ世だから、今後も妻を持たぬつもりだ。では、さらば」

        　立ち去ろうとした伊八の裾すそに、おさんが取り付いて訴えた。

        「何とご無体むたいな。病に伏せっているわたしを見捨てて行くというのですか。鬼よりも恐ろしい所業ではありませんか。このまま行かせはしません。絶対にこの手を離しません。どうしても行くというのでしたら、わたしを殺してからにしてください」

        　情じょう理りを説き、声も立てずに泣く相手が気の毒になり、伊八も涙を流した。

        「愛いとしいそなたを後に残して行くのは、ひとえに羨うらやましいからであって、金村屋の親方たちが実の子以上に大切に扱い、愛するかわいいそなたに辛苦を掛けまいと思いやっているからだ。俺の心はいつもそなたと共にある」

        　語り掛ける声はむせび泣きで切れ切れになった。

        　伊八はおもむろに一枚の紙を取り出して渡した。それはおさんに宛てた文ふみだった。

        　

        『この仮の世において、俺はいくつもの夢の浮橋うきはしを渡りながら生きてきた。元は藁わらの上に産み落とされた、母の顔をも知らぬ孤児みなしごで、徳とく右衛門えもん殿に介抱されて我が子のように育てられ、様々な恩愛のおかげで何とか今日まで生き永らえることができたが、人の親の十倍以上の恩を忘れて捨て行こうとする不届き者だ。忘れようとしても忘れられず、口にしなくても、わざわざ文ふみにしたためなくてもきっと分かっているだろうが、今宵こよい限りの我が身の上をこのように話すのは、愛するそなたを刃やいばにかけ、苦しませることになる悲しさに気後れしてしまったからだ。どうかこの先も息災で過ごし、亡き我が墓前で一いっ遍ぺんの念仏を読み上げて欲しい。見知らぬ者の千部の念仏よりも、そなたのたった一言の手向たむけが俺を未来へと導いてくれるだろう。これは、そなたの親方たちの愛情、底意を残さぬ義理のためでもある。昨日が支払いの期限だったのにもかかわらず、金を用意することもできず、この身を捨てる次第となったため、今宵こよいも金村屋の格子の前でうろたえたまま忍んでいた。親方たちに俺のことをよろしく伝えておいて欲しい。とにかく名残惜しい筆の立てどころだが、これにてさらばだ。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏――』

        　

        　読み終える前に、おさんは相手にひしと抱きついた。

        「お前さまの心が嬉うれしい。相手を大事に思うより、相手から大事にされる方が百倍の誠になるといいます。わたしもこのような有あり様さまで一向に病が治りそうにないから、お前さまと一緒に死ぬのが本望です。どこまでもお供致します」

        　二人が抱き合う様は、この世の悲哀を表しているようであった。

        「もう覚悟を決めたか、おさん」

        「お前さま、わたしに覚悟を尋ねるいうことは、まだ疑いが晴れていないのですか」

        「いや、そんなことがあろうか。魂たましいの緒を切って捨てていく臨りん終じゅうの折には、阿あ弥み陀だであるそなたに向かって手を合わせよう」

        　そう言いながら、伊八はおさんに向かって伏し拝んだ。

        　今や、現世を去る露ろ地じの戸は開かれた。これは冥土めいどへの門出だと、背後で七ツ鳥が声を上げる。夜が明けぬ前に二人が金村屋を後にしたのもやむを得ぬことであった。

        　

        （了）

        


        　

    

    
        睦月むつき連理れんりの𢢫たまつばき・道みち行ゆき

        　

        　

        　白さは同じでも雪と綿はまったく別のものである。人の心にも裏と表があり、夢の中で見た夢でようやく逢あえた愛いとしい人と、現実で目にする相手がまるで別人なのも珍しいことではない。しかし、今やこの世に暇いとま乞ごいをし、手を取り合ってあの世へと向かう伊八いはちとおさんが交わし合った言葉は、色づき始めた梅のつぼみよりも美しく、心の闇がすっかり消え果てていた。澄み渡った星ほし月づき夜よの下、互いの誠意が西方への道しるべとなり、一睡もしていないにもかかわらず、いつも以上に目が冴さえていた。

        　二人が向かう道は家々の掛かけ行あん灯どんが煌こう々こうと灯ともり、まるで盂う蘭ら盆ぼんの送り火のようである。ふと伊八が振り返ると、風で飛ばされてきた一ひと片ひらの風かざ花はなが軒のきに触れた瞬間、あっという間に溶けて消えてしまったのが目に入った。

        「……なあ、おさん。そなたを身み請うけして一緒に町を歩けたら、どれほど嬉うれしかったことだろう。世の諺ことわざで『旅は道連れ世は情け』と言うが、俺が不ふ甲が斐いないばかりに冥めい土どへの旅路になってしまった」

        　泣くに泣かれぬ胸の内を吐と露ろすると、おさんはもらい泣きした。

        「とんでもありません。わたしの方こそ、盛りの梅の香かを散らす朝風のように、お前さまを巻き込んでしまったことをとても心苦しく思っています」

        「せめて一日でもそなたと所帯を持ち、主ぬしさま、お前と言い合いたかった」

        「思い返すと、ひどく惨めで情けない一生でした。でも、それでも――」

        「ああ。確かに嫌なこともあったが、いい思い出もたくさんできた」

        　黄よ泉み路じへの出立の妨げになると、やるせない思いに二人は涙ぐんだ。再び心が暗闇に覆われ、西の空で流れる星を頼りに闇杜宮くらがりのもりのみやへと続く北街道を歩む。道の両脇に植えられている末の長い松を横目に、数じゅ珠ず玉の夜よ露つゆよりも儚はかない、明日をも知らぬ自分たちの命を思いつつ歌を口ずさんだ。

        　

        　　姿をうつせ空うつ蝉せみの

        　　身は唐から衣ごろも抜け殻の

        　　うつつ渚なぎさの魂たま呼ばひ

        　

        　（どうか一目でいいから姿をお見せください。蝉せみの抜け殻のようになってしまったわたしは、三さん途ずの川の向こう側に行ってしまったあなたの魂たましいをこの世に呼び戻したいのです）

        　

        　二人は永遠の愛を誓う起き請しょう文もんを取り交わし、それぞれの名の下に血けっ判ぱんを押した。恐らく初めからこのような最期さいごを迎える宿しゅく縁えんだったのだろう。

        　やがて、堀ほり川かわに架かる古ふる渡わたり橋ばしにたどり着いた。二人は橋はし柱ばしらを数え、欄らん干かんに降りた霜しもを指でそっとなぞり、肩を寄せ合いながら、遥はるか遠くの山の端はでたなびく東雲しののめを眺めた。

        　明日にはこの世から消える露つゆ霜じものような身の上でありながら、折からの伊吹いぶきおろしに震えつつ、泣きながらいたわり合う様は誠に不ふ憫びんであった。

        　

        （了）
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        現代語訳 睦月むつき連理れんりの𢢫たまつばき

        　原著　宮みや古こ路じ 豊後掾ぶんごのじょう

        　訳著　水みず谷たに 悠ゆう歩ほ

        　

        二〇二二年一月十五日　第一版
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